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　「リンドウだ！」「ナデシコ発見！」―雲月山を歩き、草原に育つ

植物をカメラで接写する小学生たち。四季折々の草花や風景を掲載した

「雲月山植物写真集」の来春完成を目指す、雲月小学校の17人の児童た

ちは、９月26日の全国草原サミット・シンポジウム現地見学会にも参加

した。一眼レフを扱う２年生の岡本翔平くんは、「しゃしんをとるのはお

もしろい。花の名前ももっとおぼえたい」と話す。（関連記事２～５ページ）
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雲
月
山
の
自
然
は
、

ぼ
く
た
ち
の
た
か
ら
も
の
。



　

標
高
約
９
１
２
�
の
雲う

ん

月げ
つ

山

は
、
北
広
島
町
北
部
の
島
根
県

境
に
位
置
し
、
44 

ha
の
広
さ
を

誇
る
草
原
が
美
し
い
。

　

か
つ
て
雲
月
山
で
は
、
山
焼

き
が
昭
和
中
期
以
降
約
35
年
間

停
止
。
さ
ら
に
平
成
10
年
以
降

も
８
年
間
行
わ
れ
ず
、
背
の
高

い
草
木
が
多
く
生
え
て
い
た
時

期
が
あ
っ
た
。
貴
重
な
草
花
も

絶
滅
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
�

ラ
ン
テ
�
ア
と
地
域
住
民
の
力

で
、
平
成
17
年
に
山
焼
き
が
復

活
。
今
で
は
３
３
０
種
類
も
の
植

物
の
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

９
月
26
日
の
現
地
見
学
会
に

　全国で、草原の価値が見直されている。

　明治時代には国土の 30％以上を占めていた草原は、牛馬放牧の減少、刈

草の利用価値の低下などに伴い、火入れなどが停止して森林化。今では１

％にも満たないほどに減ってしまった。しかし、美しい景観、生息する動植

物の多様性、生み出される文化と観光資源など、草原がもたらす恩恵は深い。

　草原の保全と再生へ向けて、地域間連携を図るため、第８回全国草原サ

ミット・シンポジウムが、９月26日からの３日間、北広島町の芸北文化ホー

ルで開催され、東北から九州まで、全国各地から延べ 500 人余りが集まった。

は
約
80
人
が
参
加
。
高
原
の
自

然
館
の
白
川
勝
信
学
芸
員
や
、

西
中
国
山
地
自
然
史
研
究
会
会

八
幡
湿
原
で
は
、
環
境
を
取
り
戻
す
た
�
、

県
の
自
然
再
生
事
業
が
進
�
ら
れ
て
い
る
。

員
か
ら
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
雲
月
山
の
山
頂
一
帯
に
広

が
る
草
原
を
歩
い
た
。さ
ら
に
、

町
西
部
に
位
置
す
る
千

せ
ん
ち
ょ
う
ば
ら

町
原
の

草
原
や
、
八や

幡わ
た

湿
原
も
見
学
。

広
島
県
の
自
然
再
生
事
業
や
�

ラ
ン
テ
�
ア
の
草
刈
り
、
野
焼

き
な
ど
、
失
わ
れ
た
自
然
環
境

を
取
り
戻
す
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

現
地
見
学
会
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地
域
や
�
�
ン
�
�
ア
な
ど
と
の
対
話
継

続
、
市
町
間
の
連
携
強
化
な
ど
を
盛
り
込

ん
�
「
全
国
草
原
サ
ミ
�
�
北
広
島
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
、６
市
町
の
首
長
が
署
名
し
た
。

長い間草原が守られてきた深入山を、観
光面からも見ていきたい。サミットでは、
伝えていくことの大切さを改めて感じた。

草原の活用を考えること、地域の担い手
のあり方、火入れの安全性確保の 3 点に
焦点が当たって、意義深いサミットだった。

環境をしっかりと見つめ、ブナの森プロ
ジェクトを積極的に頑張っていき、ノハ
ナショウブも湿原に回復していきたい。

広島県 北広島町　  竹下 正彦 町長

広島県 安芸太田町  小坂 眞治 町長

鳥取県 江府町　　  竹内 敏朗 町長

自然と産業が共生した石見銀山、草原
の美しい三瓶山。市が誇れる二つの環
境資源の取り組みを強化していきたい。

島根県 大田市　　  竹腰 創一 市長

町づくりの３つの基本は、自然との共生、輝
く個性、町民と行政の協働。阿蘇とも連携し、
野焼き文化の担い手も育成していきたい。

大分県 九重町　  永尾 宗忠 副町長

人間の営みで守られてきた、阿蘇山と草原
が一体の文化的な自然景観を認めてもらえ
るよう、世界遺産登録への運動を進めたい。

熊本県 南小国町　  河津 修司 町長

６市町の首長のことば全国草原サミット

全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト

　

山
県
郡
２
町
に
、
中
国
、
九

州
地
方
の
市
町
を
加
え
た
、
６

市
町
の
町
長
な
ど
が
、
９
月
28

日
に
芸
北
文
化
ホ
ー
ル
へ
集

い
、
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
た
。
北
広
島
町
の
竹
下

正
彦
町
長
を
議
長
と
し
、
草
原

保
全
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
色
濃
い
取
り
組
み
の

紹
介
と
、
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

　

山
焼
き
な
ど
の
火
入
れ
が
、

強
風
や
乾
燥
な
ど
の
気
象
条
件

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
点
に
つ

い
て
、
熊
本
県
阿
蘇
市
町
村
会

の
河
津
修
司
会
長
（
南
小
国
町

町
長
）
は
、「
注
意
報
が
出
て

い
る
と
き
に
火
入
れ
を
許
可
す

る
こ
と
は
、
行
政
も
つ
ら
い
。

そ
の
日
は
中
止
に
す
る
の
が
い

い
の
だ
が
、
決
め
た
日
に
や
ら

ず
延
ば
す
と
、
人
数
が
そ
ろ
わ

な
く
な
り
、
同
日
に
火
入
れ
す

る
隣
町
と
の
連
携
に
も
影
響
す

る
。
火
入
れ
を
し
や
す
い
方
向

で
、
条
例
の
見
直
し
も
検
討
す

べ
き
だ
ろ
う
」と
話
し
て
い
た
。

　

最
後
に
、「
草
原
の
魅
力
を

高
め
、
地
域
の
担
い
手
を
育
成

す
る
」
な
ど
の
指
針
を
含
め
た

「
北
広
島
宣
言
」
を
採
択
。
市

町
間
連
携
を
誓
い
合
い
、
今
後

の
草
原
再
生
と
保
全
に
つ
い

て
、
心
を
一
つ
に
し
た
。

草
原
景
観
保
全
に
向
け
、
草
刈
り
な
ど
の
�
�

ン
�
�
ア
育
成
も
、今
後
の
各
市
町
村
の
課
題
�
。

千
町
原
で
�
月
２
日
に
行
わ
れ
た
草
刈
り
で

は
、子
ど
も
を
含
�
40
人
余
り
が
汗
を
流
し
た
。

６
市
町
の
首
長
同
士
が
情
報
交
換
を
続
け
連
携

を
深
�
る
こ
と
が
、
サ
ミ
�
�
で
約
束
さ
れ
た
。

雲月山では毎年４月に、200 人前後のボランティ
アの協力を得て、約 20ha の山焼きを行っている。
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三
瓶
の
保
護
活
動

雲
月
の
宝
は
自
然

秋
吉
台
が
大
好
き

島
根
県
大
田
市
立
志
学
小
学
校

�
年
・
日
髙 

諒
大 

�
�

広
島
県
北
広
島
町
立
雲
月
小
学
校

�
年
・
安
本 

覚 

�
�

山
口
県
美
祢
市
立
本
郷
小
学
校

�
年
・
田
中
�
�
� 

�
�

　「ウスイロヒョウモンモドキ」
というチョウの保護活動に取り
組んで、いろいろなことがわか
りました。三瓶山が島根県で唯
一の生息地と知り、びっくりし
ました。絶滅しそうだから、「オ
ミナエシ」の苗を植えて、増や
していきたいです。みんなには、

「ウスイロヒョウモンモドキ」の
ことをもっと知ってもらって、
保護活動に参加してほしいです。

　秋吉台には、たくさんのお客
さんが来られます。私は、緑豊
かで自然がいっぱいの秋吉台が
大好きです。そういうところを「ふ
るさと子どもガイド」でアピール
しています。洞くつが約４４０か
所もあって、毎年新たな洞くつ
が発見されます。夏休みには清
掃活動を行いました。ガイドを
通じて、お客さんと交流が生ま
れて、とてもうれしいです。

　オペレッタ「雲月の宝」は、４
年ぐらいやっています。このオペ
レッタを見ると、雲月山に住む動
物や植物の種類が、全部わかり
ます。ぼくの考えるふるさとの宝
は「自然」です。雲月山に来ら
れる人には、ごみを捨てないで、
自然を大切にしてほしいと伝え
たいです。今日のオペレッタの
発表で、その思いが伝わったと
思います。とても楽しかったです。

「全国こども草原サミット」参加児童の声

　

全
国
草
原
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
サ
ミ
ッ
ト
前
日
の
９
月
27

日
に
芸
北
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
八
幡
高
原
地
域
振
興
協

議
会
の
川
内
信
忠
副
会
長
に
よ

る
実
践
報
告
「
芸
北
地
域
に
お

け
る
草
原
保
全
活
動
」
で
は
、

野
焼
き
や
草
刈
り
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
群
馬
県

み
な
か
み
町
や
大
分
県
九
重
町

も
実
践
報
告
。
ま
た
、
兵
庫
県

豊
岡
市
の
中
貝
宗
治
市
長
に
よ

る
講
演
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に

生
き
る
」
も
あ
り
、
３
０
０
人

余
り
が
耳
を
傾
け
た
。

　

さ
ら
に
、
午
後
の
分
科
会
で

は
、「
全
国
こ
ど
も
草
原
サ
ミ

ッ
ト
」
が
あ
り
、
北
広
島
町
は

雲う
づ

月つ
き

小
学
校
児
童
が
創
作
オ
ペ

レ
ッ
タ
を
上
演
。
山
口
県
美
祢

市
と
島
根
県
大
田
市
の
小
学
校

も
、
環
境
学
習
の
成
果
を
発
表

し
た
。
ま
た
、
雲
月
山
活
性
化

委
員
会
が
加
わ
っ
た
「
草
原
と

暮
ら
す
、
私
た
ち
の
未
来
」、

各
地
の
山
岳
会
を
中
心
と
し
た

「
西
中
国
山
地
の
魅
力
」
の
、

２
つ
の
分
科
会
も
開
か
れ
た
。

全
国
草
原
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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　全国こども草原サミットで、雲月小

学校児童17 人が演じた創作オペレッ

タ「雲月の宝」は、山焼きが復活した

雲月山が舞台。10 年以上前から同校

で取り組まれてきたオペレッタの内容

を、地域を素材としたオリジナルの構

成に変え、平成18 年度に現在の「雲

月の宝」が生まれた。劇中の随所で

歌われる歌には、児童全員に独唱す

る場面が与えられている。上演は、学

習発表会だけでなく、校外へ出て行政

主催の催しなどでステージを踏むこと

もあり、多くの人に感動を与えている。

雲月小学校 創作オペレッタ

『 雲月の宝 』

草
原
サ
ミ
�
�
の
大
き
な
�
ー
�
の
一
�

「
次
世
代
�
の
継
承
」。
愛
情
を
持
�
て
草
花

の
写
真
を
撮
る
子
ど
も
た
�
を
通
し
て
、
数

十
年
後
の
雲
月
山
の
美
し
い
姿
が
見
え
る
。

植
物
写
真
集

　

雲
月
小
学
校
で
は
、
５
、
６

年
生
を
中
心
に
、
雲
月
山
植
物

写
真
集
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
児
童
た
ち
は
機
会
あ
る
た

び
に
、
観
察
メ
モ
の
�
ー
ド
を

首
に
か
け
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

現
地
へ
足
を
運
ぶ
。

　

草
花
を
見
て
感
じ
た
こ
と

は
、そ
の
場
で
す
ぐ
記
録
す
る
。

し
か
し
、
カ
メ
ラ
も
持
つ
と
な

れ
ば
、
メ
モ
を
ぶ
ら
下
げ
た
姿

は
多
少
歩
き
に
く
そ
う
。
も
っ

と
身
軽
に
な
り
た
い
の
で
は
と

心
配
に
な
る
が
、
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。
校
長
の
本
谷
進
先
生

は
こ
う
解
説
す
る
。「
逆
で
す
。

メ
モ
を
持
た
な
い
と
き
、�
先

生
、
メ
モ
を
持
っ
て
い
っ
て
も

い
い
で
す
か
�
と
、
子
ど
も
の

方
か
ら
言
っ
て
く
る
ん
で
す
」。

　

児
童
た
ち
に
と
っ
て
は
、
記

録
を
と
る
こ
と
が
習
慣
づ
い
て

い
る
の
だ
。
来
春
完
成
予
定
の

写
真
集
に
は
、
多
種
多
様
な
植

物
の
写
真
と
説
明
文
に
、
メ
モ

を
生
か
し
た
、
子
ど
も
た
ち
の

個
性
豊
か
な
感
想
が
添
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
通
の
手
紙

　

全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
の
数
日

後
、
雲
月
小
学
校
へ
一
通
の
手

紙
が
届
い
た
。
創
作
オ
ペ
レ
ッ

タ
を
見
た
、
大
分
県
九
重
町
の

女
性
か
ら
だ
っ
た
。
「
ず
っ
と

涙
が
流
れ
て
し
か
た
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
ん
な
に
感
動
し

た
の
は
久
し
ぶ
り
で
す
」。
心

温
ま
る
言
葉
の
数
々
が
、
何
枚

も
の
便
せ
ん
に
し
た
た
め
ら
れ

て
い
た
。

　

オ
ペ
レ
ッ
タ
や
写
真
集
作
り

を
通
じ
て
、
草
原
保
全
の
重
要

性
を
理
解
す
る
雲
月
小
の
児
童

た
ち
。
彼
ら
は
今
、
地
域
の
シ

ン
�
ル
を
、
胸
を
張
っ
て
宝
と

呼
ん
で
い
る
。

こどもサミットで、ふる里の草原を守り続けていくことなどを誓い合
い、「北広島宣言」に署名した３小学校の児童代表。分科会座長を
務めた、雲月小学校６年生の淀渕可菜さん㊥は、他の２校の発表を
聞き、「もっと知りたくなったので、いつか行ってみたい」と話していた。
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　今夏、広島交響楽団と北広島神楽団の共演予定が具

体化しつつあるころ、夢の共演を個人で実現させた人が

いた。後有田出身のピアノ奏者、鷹
たか

野
の

主
す

萌
もえ

さんである。

広島大学大学院在学中の萌さんは６月20日、財団法人

広島市文化財団主催の広島市新人演奏会に出場し、激

戦の末に優秀演奏者４人のうちに選ばれたのだ。４人は、

12 月９日の「広島プロミシングコンサート2009」で、１

人１曲ずつ広響と共演する。壮大なオーケストラの中でピ

アノを演奏することとなった萌さんは、今日も練習に励む。

高
難
度
の
変
奏
曲

　

五
線
譜
上
に
連
な
る
、
多
種

多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
厳
格
な
変

奏
曲
」
の
難
易
度
は
高
い
。

　

鷹
野
主
萌
さ
ん
は
話
す
。「
右

手
の
旋
律
が
２
つ
あ
っ
て
、
左

手
へ
と
旋
律
が
移
り
つ
つ
も
、

別
の
旋
律
を
右
手
が
受
け
継
い

で
い
た
り
、
と
に
か
く
変
奏
が

多
い
で
す
。
こ
の
指
は
同
時
に

は
弾
け
な
い
で
し
ょ
う
み
た
い

な
箇
所
も
あ
り
ま
す
ね（
笑
）」。

こ
の
曲
を
萌
さ
ん
が
初
め
て
弾

け
た
の
は
、
新
庄
高
校
時
代
。

以
後
、
機
会
あ
る
ご
と
に
練
習

を
重
ね
、
今
年
２
月
の
広
島
大

学
卒
業
演
奏
会
で
発
表
す
る
な

ど
、
腕
を
磨
い
て
き
た
。

　

第
30
回
広
島
市
新
人
演
奏
会

は
、
６
月
20
日
に
広
島
市
東
区

民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
17
人
の
演
奏
者
た
ち
は
広

島
出
身
な
が
ら
も
、
京
都
市
立

芸
大
、
東
京
音
大
な
ど
、
全
国

屈
指
の
音
楽
大
学
の
在
学
生
や

卒
業
生
が
名
を
連
ね
る
。
萌
さ

ん
は
そ
ん
な
中
、「
厳
格
な
変

奏
曲
」を
ス
テ
ー
ジ
で
奏
で
た
。

20
年
近
く
培
っ
て
き
た
ピ
ア
ノ

へ
の
思
い
を
指
先
に
込
め
て
。

３
歳
か
ら
教
室
へ

　

昭
和
61
年
、
後
有
田
の
鷹
野

主
家
に
生
ま
れ
た
萌
さ
ん
は
、

ピ
ア
ノ
教
室
講
師
で
も
あ
る
母
、

文ふ
み

子こ

さ
ん
の
す
す
め
で
３
歳
か

ら
ピ
ア
ノ
を
始
め
ま
し
た
。
広
島

市
安
佐
南
区
古
市
の
音
楽
教
室

へ
週
１
回
通
い
、
少
し
ず
つ
ピ
ア

ノ
に
な
じ
ん
で
い
き
ま
し
た
。「
小

学
校
の
こ
ろ
は
、
何
度
も
や
め
た

い
と
思
い
ま
し
た
ね
」
と
当
時
を

振
り
返
る
萌
さ
ん
。
そ
れ
で
も
、

新
し
い
曲
が
弾
け
る
よ
う
に
な
る

た
び
に
、
新
た
な
喜
び
と
意
欲

が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
活
発
で
明

る
い
子
で
し
た
」
と
文
子
さ
ん
は

話
し
ま
す
。萌
さ
ん
は
小
３
の
時
、

中
国
ユ
ー
ス
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に

初
参
加
し
、
す
ん
な
り
予
選
を

通
過
。
し
だ
い
に
頭
角
を
現
し
て

き
た
の
は
こ
の
こ
ろ
で
す
。

　

萌
さ
ん
は
、
新
庄
中
学
校
を

卒
業
し
、
新
庄
高
校
へ
進
学
す

る
と
同
時
に
、
広
島
大
学
教
授

の
濵は

ま

本も
と

恵よ
し

康や
す

先
生
に
つ
い
て
腕

を
磨
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
約

10
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
音
楽

教
室
の
先
生
と
同
様
、
濵
本
先

生
と
の
息
も
合
い
、
毎
年
出
場

し
て
い
た
中
国
ユ
ー
ス
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
新
庄
高
校
３
年

生
ま
で
10
回
連
続
で
入
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
広
大
教
育
学
部
へ

進
学
し
、
晴
れ
て
濵
本
先
生
の

も
と
へ
。
ピ
ア
ノ
を
学
ぶ
環
境
は

さ
ら
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。
卒
業

後
は
大
学
院
へ
進
む
道
を
選
び
、

萌
さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
好
き
な

だ
け
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
の
は
、
院

に
い
る
と
き
ま
で
。
２
年
間
し
っ

か
り
頑
張
り
た
い
」。

広島市新人演奏会優秀演奏者に鷹野主萌さん

ピアノで広響と共演決定

ピ
ア
ノ
伴
奏
も
好
き
で
、
友
人
の
楽
器
練
習
の
伴

奏
を
引
き
受
け
る
こ
と
も
多
い
萌
さ
ん
。「
将
来

は
、
音
楽
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
ね
」。

中
国
ユ
ー
ス
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
で
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
、
小
学
５
年
生
の
萌
さ
ん
。
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■広島プロミシングコンサート 2009　　12 月９日（水）18：30 開演
　　　会場 ： アステールプラザ大ホール（広島市中区加古町）
　　　前売入場券 ： 一般 1800 円、小中高校生 1200 円
　　　チケット問い合わせ ：  0826-72-5069（鷹野主）

驚
き
の
審
査
発
表

　

鮮
や
か
な
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル

ー
の
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
を
ま
と
っ

た
萌
さ
ん
は
、約
12
分
間
の「
厳

格
な
変
奏
曲
」
を
弾
き
終
え
、

ス
テ
ー
ジ
を
下
が
っ
た
。
そ
し

て
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
な
ど
、
17
人
の
演
奏
が

終
了
。
審
査
発
表
の
時
が
訪
れ

た
。
広
島
交
響
楽
団
と
の
共
演

が
約
束
さ
れ
る
、
優
秀
演
奏
者

が
決
ま
る
瞬
間
で
あ
る
。
今
回

選
ば
れ
た
の
は
４
人
。
最
初
に

愛
知
県
立
芸
大
の
男
性
サ
ク
ソ

フ
ォ
ー
ン
奏
者
の
名
が
呼
ば
れ

た
。「
ま
わ
り
は
有
名
な
大
学

で
ば
り
ば
り
や
っ
て
お
ら
れ
る

方
ば
か
り
。
自
分
が
選
ば
れ
る

な
ん
て
思
っ
て
な
か
っ
た
で
す

ね
」
と
萌
さ
ん
は
振
り
返
る
。

と
こ
ろ
が
２
番
目
の
コ
ー
ル
は

「
鷹
野
主
萌
さ
ん
」。「
え
っ
？ 

わ
た
し
!?
」―

―
―

「
す
ご
く

び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
当
時

を
語
る
萌
さ
ん
。
感
激
よ
り
も

驚
き
が
ま
さ
っ
た
。

　

時
は
流
れ
、
12
月
９
日
の
夢

の
舞
台
が
し
だ
い
に
近
づ
い
て

き
た
今
、萌
さ
ん
は
話
す
。「
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
演
奏

す
る
の
は
初
め
て
。
こ
ん
な
こ

と
は
一
生
な
い
で
し
ょ
う
。
大

勢
の
方
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
ピ

ア
ノ
の
パ
ー
ト
を
し
っ
か
り
こ

な
し
た
い
で
す
ね
」。

　

曲
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
」。「
せ

っ
か
く
機
会
を
い
た
だ
け
た
の

で
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
精
一

杯
弾
け
た
ら
い
い
な
」。
初
々

し
い
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

後有田の実家でピアノを弾く萌さん。グランドピアノは、母・文子さんが学生の時から、約 28 年間愛用されてきたものだ。

「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
好
き
な
作
曲
家
の
一

人
。
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
き
れ
い
な
曲
で
す
よ
」
と
話
す
。

 

◆１９８６年７月、千代田町（現北広島町）後有田生まれ、２３歳。広
島大学教育学部卒業、広島大学大学院教育学研究科在学中。東広島市
在住。◆３歳からピアノを始め、中国ユース音楽コンクールで、小３か
ら高３まで１０年連続入賞。ピティナ・ピアノコンペティション広島予
選通過２回。２００９年、さくらぴあ新人コンクールで廿日市市教育長
賞受賞。同年、広島市新人演奏会で優秀演奏者に選出。◆好きな音楽家は、
ロシア出身のピアニスト兼指揮者、ウラディーミル・アシュケナージ。
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画
家
を
志
望
し
18
歳
で
上
京

　

壬
生
に
生
ま
れ
た
靉
光
は
、
７
歳

で
叔
父
の
養
子
に
な
っ
て
、
広
島
市

に
住
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
幟
町
尋

常
小
学
校
か
ら
東
高
等
小
学
校
に
進

み
、
卒
業
と
同
時
に
画
家
を
志
望
し

ま
す
が
、
養
親
の
反
対
に
遭
い
実
家

に
帰
り
ま
す
。
数
か
月
後
、
図
案
家

な
ら
と
い
う
条
件
で
印
刷
所
に
就
職

し
ま
す
が
、
絵
画
へ
の
志
止や

み
が
た

く
、
18
歳
で
上
京
。
洋
画
の
勉
強
を

始
め
ま
す
。

　

上
京
後
の
靉
光
の
生
活
は
、
国
元

か
ら
の
送
金
も
途
絶
え
が
ち
で
苦
し

い
状
態
が
続
き
ま
す
が
、
絵
を
描
く

以
外
の
仕
事
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
こ
ろ
二
科
展
、
槐か

い

樹じ
ゅ

社し
ゃ

展
、

白
日
会
な
ど
他
展
に
盛
ん
に
出
品
し

て
い
ま
す
。
１
９
２
６
年
（
昭
和
元

年
、
19
歳
）
に
は
、
「
ラ
ン
プ
の
あ

る
静
物
」
が
二
科
展
に
入
選
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

貧
困
生
活
と
故
郷
へ
の
愛
着

　

１
９
３
０
年（
昭
和
５
年
、23
歳
）、

２
歳
下
の
妹
を
モ
デ
ル
に
「
コ
ミ
サ

（
洋
傘
に
よ
る
少
女
）」を
描
き
ま
す
。

こ
の
絵
の
裏
に
は
、
次
の
よ
う
な
走

り
書
き
が
あ
り
ま
す
。

（
原
文
の
ま
ま
）

ぶ
り
の
粉カ

ス

つ
け
を
た
べ
て
製
作
中

畳
の
上
に
た
お
れ
る　

氣
持
の
悪
る
い

し
ん
け
ん
み
が
で
る
水
を
の
ま
す

天
か
ん
の
様
に
な
っ
た
目
を
見
張
っ
て

青
白
い
顔
つ
ら

く
氣
持
の
悪
る
い

「
コ
ミ
サ
（
洋
傘
に
よ
る
少
女
）」
１
９
３
０
年

広
島
県
立
美
術
館
所
蔵

靉光
壬生出身の
偉大なる画家

靉光（本名・石
いしむらにちろう

村日郎）

１９０７年（明治 40 年）～１９４６年（昭和 21年）

山県郡壬生町（現北広島町壬生）梅ノ木に生ま

れる。代表作「眼
め

のある風景」は、日本シュル

レアリスム（超現実主義）の記念碑的作品。最

晩年に描いた自画像３点は、近代日本絵画のす

ぐれた位置を占め、日本の誇りと言われている。

　

靉
光
大
賞

　

東
條　

鉄
平　

く
ん
（
八
幡
小
３
年
）

▼
審
査
員
講
評

思
い
の
ま
ま
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に

日
本
美
術
家
連
盟
会
員　

近
藤
た
い
わ

　

回
を
重
ね
て
第
３
回
の
今
年
は
、
さ
ら
に

応
募
者
が
増
え
て
、
１
千
３
６
５
点
の
作
品

が
並
ぶ
審
査
会
場
に
入
り
、
審
査
員
一
同
非

常
に
う
れ
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
応
募
さ

れ
た
み
な
さ
ん
の
熱
意
に
、
強
く
心
が
打
た

れ
た
か
ら
で
す
。
内
容
的
に
も
、
例
年
に
増

し
て
力
作
が
多
く
、
特
に
小
学
校
低
学
年
の

み
な
さ
ん
の
作
品
は
、
思
い
の
ま
ま
を
画
面

い
っ
ぱ
い
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、
ど
れ
を
賞

に
決
め
る
か
に
迷
う
ほ
ど
で
し
た
。

　

昨
年
も
同
じ
こ
と
を
申
し
ま
し
た
が
、
高

学
年
に
な
る
だ
け
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
走
り
、

内
容
に
個
性
が
乏
し
く
な
る
傾
向
が
目
立
ち

ま
し
た
。
こ
れ
は
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
す

が
、
だ
れ
か
が
お
も
し
ろ
い
描
き
方
を
し
て

い
る
と
、
同
じ
よ
う
な
技
法
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
、
自
分
独
自
の
個
性
が
失
わ
れ
て
い
く

心
配
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
す
ば
ら

し
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、「
自

分
の
作
品
」
を
描
き
上
げ
る
こ
と
を
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
に
し
か
描

け
な
い
絵
が
あ
る
は
ず
で
す
。
来
年
は
そ
れ

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

靉あ
い
み
つ光

記
念
北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画

像
展
は
、
北
広
島
町
出
身
の
画
家
・
靉

光
を
記
念
し
、
町
内
の
児
童
生
徒
の
絵

画
交
流
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
感
性
を

高
め
、
芸
術
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
３
回
目

と
な
る
今
年
は
、
１
千
３
６
５
人
が
応

募
。
審
査
の
結
果
、
八
幡
小
学
校
３
年

生
の
東
條
鉄
平
く
ん
が
靉
光
大
賞
に
輝

く
な
ど
、
47
人
の
児
童
生
徒
が
入
賞
し
、

10
月
10
日
に
千
代
田
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
、
賞
状
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

第
３
回
靉
光
記
念
北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画
像
展

靉
光
大
賞
に
東
條
鉄
平
く
ん
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優
秀
賞

　

栗
栖　

詠
多
（
豊
平
南
小
１
年
）

　

岡
田　

優
奈
（
豊
平
西
小
２
年
）

　

大
久
保
佑
真
（
壬
生
小

３
年
）

　

白
石　

愛
香
（
八
重
小

４
年
）

　

森
岡　

佑
介
（
本
地
小

５
年
）

　

平
田　

佳
史
（
豊
平
南
小
６
年
）

　

三
上　

優
奈
（
千
代
田
中
３
年
）

　

髙
野　

藤
予
（
千
代
田
中
３
年
）

　

佐
々
木　

愛
（
新
庄
高

１
年
）

　

佳
作

　

西
川　

佳
穂
（
豊
平
南
小
１
年
）

　

大
本　

綾
乃
（
八
重
小

１
年
）

　

山
田　

真
菜
（
八
重
小

２
年
）

　

西
田
悠
太
郎
（
川
迫
小

２
年
）

　

大
前　

彩
夏
（
豊
平
東
小
３
年
）

　

山
縣　

和
佳
（
豊
平
南
小
３
年
）

　

住
田　

愛
月
（
壬
生
小

４
年
）

　

佐
藤　
　

匠
（
豊
平
東
小
４
年
）

　

林　
　

一
則
（
豊
平
東
小
５
年
）

　

尾
上　

三
奈
（
八
重
小

５
年
）

　

沖
田　

将
之
（
豊
平
南
小
６
年
）

　

宮
本　

遥
香
（
美
和
小

６
年
）

　

栄
田　

壮
士
（
千
代
田
中
２
年
）

　

上
岡　

綾
香
（
新
庄
高

１
年
）

　

入
選

　

大
倉　

梨
織
（
新
庄
小

１
年
）

　

河
野　

小
雪
（
八
幡
小

１
年
）

　

沖
中　

茉
子
（
雄
鹿
原
小
１
年
）

　

髙
野
も
え
み
（
南
方
小

２
年
）

　

三
宅　

貫
太
（
壬
生
小

２
年
）

　

河
野　

蓮
馬
（
豊
平
南
小
２
年
）

　

竹
本　

航
希
（
八
重
東
小
２
年
）

　

佐
々
木
大
地
（
八
重
小

３
年
）

　

住
岡　
　

亮
（
豊
平
東
小
３
年
）

　

迫
田
美
咲
季
（
豊
平
東
小
４
年
）

　

浅
香　

弥
音
（
豊
平
西
小
４
年
）

　

多
川　

愛
華
（
豊
平
東
小
４
年
）

　

藤
田　

悠
大
（
八
重
小

５
年
）

　

野
田　

武
大
（
美
和
小

５
年
）

　

富
永　

将
幹
（
豊
平
東
小
５
年
）

　

藤
本　
　

奏
（
美
和
小

５
年
）

　

渡
辺　

望
真
（
新
庄
小

５
年
）

　

溝
下
は
る
な
（
豊
平
東
小
６
年
）

　

藤
井　

怜
菜
（
八
重
小

６
年
）

　

日
向　

優
介
（
大
朝
中

３
年
）

も
ん
だ　

一
九
三
〇
展
三
、五
日
に
立
川
へ

よ
め
入
り
す
る　

幸
多
き
事
を

い
の
る　

母
が
恋
し
い　

逢
い
た
い

大
分
年
を
と
っ
た
だ
ろ
ー
な

※ 

氣
持
…
…
気
持
ち

※ 

一
九
三
〇
展
…
…
一
九
三
〇
年
槐
樹
社
展

　

結
婚
す
る
妹
へ
の
思
い
や
り
、
実

母
へ
の
思
慕
…
…
。
現
実
の
生
活
で

は
、
貧
困
に
苦
し
む
靉
光
の
姿
が
う

か
が
え
ま
す
。
上
京
後
も
壬
生
の
実

家
に
帰
る
の
が
楽
し
み
で
、
実
母
の

作
っ
た
「
し
ば
も
ち
」
を
喜
ん
で
食

べ
た
と
い
い
ま
す
。
家
族
と
ふ
る
さ

と
を
切
な
く
思
い
出
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
靉
光
は
終
生
こ
の
生
ま
れ

故
郷
・
壬
生
に
強
い
愛
着
の
念
を
抱

い
て
い
ま
し
た
。
妹
の
立
川
コ
ミ
サ

さ
ん
は
現
在
も
元
気
で
、
今
年
12
月

「帽子をかむる自画像」1943 年　広島県立美術館所蔵

で
１
０
０
歳
に
な
り
ま
す
。

戦
争
と
苦
悩
、
悲
惨
な
最
期

　

当
時
の
社
会
情
勢
は
、
戦
争
に
向

か
っ
て
突
き
進
ん
で
お
り
、
自
由
平

等
な
思
想
は
弾
圧
さ
れ
ま
し
た
。
美

術
界
に
お
い
て
も
、
前
衛
的
な
絵
は

取
締
り
の
対
象
と
な
り
、
靉
光
の
仲

間
の
中
に
は
、
治
安
維
持
法
違
反
で

拘
束
さ
れ
る
者
も
出
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
描
き
た
い
絵
が
描
け
な

い
こ
と
で
、
靉
光
は
苦
悩
し
ま
す
。

１
９
４
３
年
（
昭
和
18
年
）、
靉
光

は
新
人
画
会
に
３
点
の
自
画
像
を
出

品
し
ま
す
が
、
翌
１
９
４
４
年
（
昭

和
19
年
）
に
応
召
。
大
陸
を
転
戦
す

る
う
ち
罹り

び
ょ
う病

し
、
ひ
ど
い
飢
餓
を
と

も
な
っ
て
世
を
去
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
昭

和
と
い
う
時
代

に
、
不
思
議
な
ま

で
に
力
強
い
、
そ

し
て
あ
ま
り
に
も

悲
惨
な
最
期
を
と

げ
た
、「
靉
光
」

と
い
う
偉
大
な
画

家
が
、
私
た
ち
の

ふ
る
さ
と
に
い
た

と
い
う
こ
と
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▼
巡
回
展
示
会

　

入
賞
作
品
の
町
内
巡
回
展
示
会
を
、
次
の
日
程
で
開

催
中
で
す
。子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

千
代
田
中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　

～
10
月
25
日（
日
）

豊
平
中
央
公
民
館　

10
月
28
日（
水
）～
11
月
５
日（
木
）

北
広
島
町
図
書
館　

11
月
11
日（
水
）　
　

～
19
日（
木
）

芸
北
文
化
ホ
ー
ル　

11
月
25
日（
水
）～
12
月
３
日（
木
）

　

 

千
代
田
中
央
公
民
館 

０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
２
４
９

　北広島町長賞

　冨谷　真心　さん

（壬生小１年）　

　北広島町教育長賞

　谷口　天音　さん

（八重小３年）　

　審査員特別賞

　友田　光希　くん

（豊平東小４年）　

（
敬
称
略
）
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い
ま
、
な
ぜ
太
陽
光
発
電
？

　

世
界
的
な
景
気
後
退
に
よ
り
、
国
は
経
済
危
機
対
策
の
一
つ

に「
低
炭
素
革
命
」を
掲
げ
、地
球
温
暖
化
対
策
と
と
も
に
雇
用
・

経
済
発
展
の
相
乗
効
果
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
太
陽

光
を
活
用
し
た
「
太
陽
光
発
電
」。

　

国
は
、
今
年
１
月
か
ら
補
助
制
度
を
復
活
し
、
11
月
か
ら
は

余
剰
電
力
の
買
取
価
格
を
こ
れ
ま
で
の
約
２
倍
と
す
る
な
ど
、

投
資
回
収
期
間
の
短
縮
に
よ
り
、
導
入
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

北
広
島
町
で
は
、
11
月
１
日
か
ら
「
北
広
島
町
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
普
及
促
進
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ら

に
導
入
を
加
速
さ
せ
、
低
炭
素
化
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

太
陽
光
の
活
用
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
の
解
決
策
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
燃
料
価
格
高
騰
な

ど
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の

化
石
燃
料
を
取
り
巻
く
情
勢
は

　

化
石
燃
料
に
代
わ
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
分
野
の
一
つ
に
、
太
陽
光
、

化石燃料枯渇と地球温暖化

不
安
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
球
の
化
石
燃
料

は
、
約
40
年
後
に
枯
れ

て
し
ま
う
と
い
わ
れ
て

お
り
、
利
用
す
る
と
き

に
二
酸
化
炭
素
を
多
く

排
出
す
る
た
め
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
活
用
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

無限のエネルギー「太陽光」

風
力
、
水
力
な
ど
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り

ま
す
。

　

中
で
も
、
無
限
に
降

り
注
ぐ
太
陽
光
を
利
用

し
た
太
陽
光
発
電
は
、

特
に
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
輸
入
資

源
に
頼
っ
て
き
た
日
本

に
と
っ
て
も
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
の
向
上
が

期
待
で
き
る
の
で
す
。

雇用・経済の発展にも期待
　

日
本
は
近
年
ま
で
、

世
界
一
の
太
陽
電
池
生

産
量
を
誇
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
太
陽
電
池
の

一
般
家
庭
へ
の
普
及
率

を
上
げ
る
こ
と
で
、
関

連
製
品
の
製
造
か
ら
販

売
、施
工
に
至
る
ま
で
、

最
大
で
10
万
人
以
上
も

の
雇
用
が
生
ま
れ
、
経

済
発
展
の
面
で
も
期
待

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

いま、
太陽光発電がアツイ！

北広島町住宅用太陽光発電
システム等普及促進事業が

スタートします。
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各
種
支
援
制
度
を
組
み
合
わ

せ
て
、
住
宅
へ
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
事
例
で
試

　

約
10
年
�
投
資
回
収
可
能
�

　

導
入
�
支
援
�
�
い
ま
�
�

�
北
広
島
町
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
等
普
及
促
進
事
業

補
助
対
象

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
（
10 

kw
未
満
）
及
び
�
Ｅ

�
（
発
光
�
イ
オ
ー
ド
）
照
明

器
具
な
ど
の
省
エ
ネ
設
備
を
設

置
す
る
方

補
助
額　

７
万
円
／
件

　

（
平
成
21
年
度
�
10
件
予
定
）

募
集
期
間

　

平
成
21
年
11
月
１
日
か
ら

　

平
成
22
年
１
月
29
日
ま
で

　
　

企
画
課
企
画
調
整
係

　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
５
６

�
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
補
助
制
度
（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

補
助
対
象

　

10 

kw
未
満
か
つ
kw
当
た
り

価
格
70
万
円
以
下
の
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
方

補
助
額　

７
万
円
／
kw

募
集
期
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
22
年
１
月
29
日
ま
で

　
　

財
団
法
人
広
島
県
環
境
保

健
協
会

　


０
８
２-

２
９
３-

１
５
１
２

　

h
ttp

://w
w

w
.j-p

e
c
.o

r.jp

�
新
た
な
余
剰
電
力
買
取
制
度

　

家
庭
で
作
ら
れ
た
太
陽
光
発

電
の
電
力
の
う
ち
、
自
宅
で
使

用
せ
ず
に
余
っ
た
電
力
を
、
こ

れ
ま
で
の
約
２
倍
の
価
格
で
、

10
年
間
電
力
会
社
に
売
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

買
取
り
に
か
か
っ
た
費
用

■新築住宅に３．５ｋｗのシステムを設置した場合・・・

J-PEC
補助金

（※２）

約 24 万円万円

住宅
減税

（※３）

約 19 万円万円

町
補助金

７万円万円万円

電気料金
節約額

（※４）

約 35 万円
／ 10 年間

余剰電力
売電収入
（※５）

約 100 万円
／ 10 年間

太陽光発電システム　約 185 万円（※１）

< 試算 >
※１　平成 21 年１月～３月に受理した補助金申請実績に基づき価格を試算。システム設置に

係る金利・メンテナンス費用や設置後の修繕費などは考慮していません。
※２　最大公称出力 3.5kw × 7 万円 /kw
※３　住宅ローン減税
※４　年間予想発電量 3,600kwh ×自家消費電力 40％×購入価格 23 円 /kwh × 10 年間
※５　年間予想発電量 3,600kwh ×余剰電力 60％×売電価格 48 円 /kwh × 10 年間

＊モデルケースであり、実際の金額とは異なります。

いま、太陽光発電がアツイ！

は
、
電
気
を
利
用
す
る
方
全
員

で
負
担
す
る
「
全
員
参
加
型
」

の
制
度
で
す
。

買
取
価
格

　

住
宅
用　
　

48
円
／
kw
時

　

非
住
宅
用　

24
円
／
kw
時

　
　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
課

　


０
３-

３
５
０
１-

１
５
１
１

h
ttp

:/
/
w

w
w

.e
n

e
c
h

o
.

m
e

ti.g
o

.jp
/
k

a
ito

r
i/

in
d
e
x
.h

tm
l

�
各
種
支
援
制
度
の
詳
細
は
、

�
問
い
合
わ
せ
�
�
�
い
�

算
す
る
と
、左
の
表
の
と
お
り
、

約
10
年
程
度
で
投
資
金
額
の
回

収
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問問

問

　

�
・
�
� 

kw
の
太
陽
光
発
電
�

ス
�
�
を
自
宅
�
導
入
し
た
森
廣

�
�
�
決
�
手
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
へ
の
貢
献
と
光
熱
費
の
削
減
�

�
�
ス
�
�
導
入
と
同
時
�
電
化
�

し
た
の
で
、
火
を
使
わ
な
�
な
�

安
全
�
な
�
�
し
た
�
初
期
投
資

は
�
�
�
�
�
が
、
余
剰
電
力
の

売
電
�
安
全
面
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
�
�
る
地
球
温
暖
化
防
止
�

�
な
が
る
と
い
�
メ
�
ッ
ト
は
大

き
い
と
思
い
�
�
�
と
森
廣
�
�
�

　

�
�
�
ー
で
毎
日
の
発
電
量
を

見
る
の
が
楽
し
�
�
�
�
で
�
�

太
陽
光
発
電
�
�
�
�

聞
�
�
�
�
�
�

森
廣　

淳
�
�
�
今
田
�
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現
在
の
便
利
で
豊
か
な
社

会
は
、
化
石
燃
料
な
ど
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費

に
よ
り
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
便
利
さ

や
豊
か
さ
を
求
め
た
結
果
、

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化

が
進
む
な
ど
、
私
た
ち
の
住

む
地
球
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
美
し
い

地
球
環
境
を
引
き
継
ぐ
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

だ
か
ら
今
を
生
き
て
い
る

私
た
ち
は
、
地
球
の
た
め
、

未
来
の
た
め
に
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
行
動

は
、
地
球
の
大
き
さ
か
ら
見

れ
ば
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
力

に
し
か
な
り
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、「
自
分
ひ
と
り
が
や

っ
て
も
‥
‥
」
と
、
あ
き
ら

め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
み
ん

な
で
取
り
組
め
ば
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
常
に
意
識
を

環
境
問
題
に
向
け
る
こ
と
こ

そ
、
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

　

少
し
ず
つ
で
も
い
い
、
一

人
ひ
と
り
の
行
動
を
大
き
な

力
に
変
え
て
、
地
球
環
境
を

変
え
て
い
こ
う
。

いま、太陽光発電がアツイ！

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
‥
‥
‥

Public Relations Kitahiroshima
2009.11

12



児童たちは、生き物の大きさや数を競うなど、楽しく調査した。 刈り取った稲を、８～10株ごとにわらで束ねる壬生小児童たち。

町内の各小学校で稲刈り体験
花田植米やぴゅあ菜米も収穫

　「壬生の大花田植」で６月に植えられたコシヒ

カリを、９月 25 日に壬生小学校３、４年生児童

36 人が収穫しました。地元農業者の指導で、稲

の刈り取り、結束、はで干しを体験。３年の津

田光紅乃さんは、「稲を刈るのが楽しかった。去

年より少しうまくできた」と喜んでいました。そ

のほか、大朝小学校５年生 11 人が「ぴゅあ菜米」

を収穫するなど、９月から 10 月にかけて、町内

の多くの小学校で稲刈り体験学習がありました。

川西で田んぼの生きもの調査
壬生小児童たち環境保全学ぶ

　「田んぼの生きもの調査in北広島町」が、７

月31日に川西地区で行われ、壬生小学校児童

など20人余りが参加しました。農地周辺の保

護につなげるため、中国四国農政局中国土地改

良調査管理事務所が主催。児童たちは、田んぼ

や水路で網などを使い、魚やカエル、カニ、ゲ

ンゴロウなどを捕まえました。生物の名前を調

べる同定作業も行った結果、多種多様な水生生

物が確認され、環境保全の大切さを学びました。

広島県知事選挙
投票日１１月８日(日)

広島の　明るい未来を　あなたの一票で

　

11
月
８
日
は
、
広
島
県
知
事
選

挙
の
日
で
す
。
今
後
の
県
政
を
担

う
人
を
決
め
る
、
大
事
な
選
挙
で

す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
大
切

な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

北
広
島
町
で
投
票
で
き
る
人

　

北
広
島
町
で
投
票
で
き
る
人

は
、
平
成
元
年
11
月
９
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
平
成
21
年
７
月
21
日
ま

で
に
北
広
島
町
の
住
民
登
録
が
し

て
あ
り
、
引
き
続
き
北
広
島
町
に

住
ん
で
い
る
人
で
す
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
予
定
が
あ
る
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　

出
張
な
ど
で
町
外
滞
在
中
の
人

や
、
指
定
病
院
へ
入
院
中
、
老
人

ホ
ー
ム
へ
入
所
中
な
ど
の
人
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
　

北
広
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

事
務
局
（
役
場
総
務
課
内
）

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

問
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保健課健康増進係
 0826-72-0853

芸北ホリスティックセンター
 0826-35-0230

大朝保健センター
 0826-82-2211

豊平保健福祉総合センター
 0826-84-1501

C
L
O

S
E
 U

P
>>>

  

明
治
・
大
正

　
　

生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん
！

　
　

元
気
の
秘
け
つ
は
何
？

　

宮
迫
の
宮
庄
千
里
さ
ん
は
、

大
正
７
年
生
ま
れ
の
91
歳
。
現

在
、
健
康
体
操
教
室
で
指
導
員

と
し
て
「
生い

の

ち命
の
貯
蓄
体
操
」

を
教
え
て
い
る「
お
元
気
さ
ん
」

で
す
。
元
気
の
秘
け
つ
は
、
や

は
り
体
操
で
、
朝
夕
忙
し
く
て

も
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

読
書
が
好
き
で
、
特
に
日
本

史
に
関
す
る
本
を
読
み
だ
す

と
、
寝
る
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
夢

中
に
な
る
と
か
。１
反
の
畑
を
、

今
も
く
わ
で
耕
し
て
野
菜
作
り

を
し
て
い
て
、
毎
日
の
食
事
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。「
感
謝
」

と
「
反
省
」
の
心
を
忘
れ
ず
に
、

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
々
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
千
里
さ

ん
。「
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
体

操
教
室
で
た
く
さ
ん
の
方
に
生

命
の
貯
蓄
体
操
を
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

（
取
材
／
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま

　
　
　
　
　
　

健
診
・
心
の
健
康
部
会
）

有
害
物
質
の
多
い
副
流
煙

　

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
は

喫
煙
者
だ
け
で
な
く
、
副
流
煙

に
よ
る
周
囲
へ
の
影
響
も
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
先

か
ら
立
ち
上
る
副
流
煙
は
、
主

流
煙
に
比
べ
高
温
で
燃
焼
し
て

い
な
い
煙
な
の
で
、
有
害
物
質

を
多
く
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

　

職
場
や
地
域
の
集
会
所
な
ど

で
、
禁
煙
や
完
全
分
煙
が
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
自
分
は
吸
い

た
く
な
く
て
も
、
た
ば
こ
を

吸
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
動
喫
煙

と
い
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
早
死

に
す
る
危
険
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

を
使
っ
た
住
宅
に
住
む
よ
り

５
０
０
倍
以
上
の
危
険
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

集
会
所
で
も
た
ば
こ
対
策

　

「
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
」

た
ば
こ
部
会
で
は
、
た
ば
こ
が

及
ぼ
す
多
く
の
健
康
被
害
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
に
よ
く
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
禁
煙
や
分
煙

が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
、
家
庭

や
職
場
、
地
域
へ
働
き
か
け
て

い
ま
す
。

　

８
月
31
日
に
は
、
芸
北
工
業

株
式
会
社
の
従
業
員
の
み
な
さ

ん
を
対
象
に
「
た
ば
こ
健
康
教

室
」
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、

集
会
所
で
の
禁
煙
や
分
煙
に
つ

い
て
、
地
域
で
も
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
に
、
行
政
区
長

の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
千
代
田
地
域
の
畑
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
す
で
に

建
物
内
は
禁
煙
に
な
り
、
喫
煙

者
は
屋
外
で
喫
煙
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
集
会
所
で
も
、

建
物
内
禁
煙
や
会
議
中
禁
煙
な

ど
の
取
り
組
み
が
、
徐
々
に
進

ん
で
い
ま
す
。

保
育
園
児
対
象
の
紙
芝
居

雄
鹿
原
診
療
所
の
東
條
環
樹
所
長
か
ら
、

た
ば
こ
が
全
身
に
与
え
る
影
響
や
受
動
喫

煙
の
防
止
、
禁
煙
外
来
な
ど
の
話
を
聞
く
、

芸
北
工
業
㈱
従
業
員
の
み
な
さ
ん

　

た
ば
こ
部
会
で

は
さ
ら
に
、
子
ど

も
た
ち
を
受
動
喫

煙
か
ら
守
る
た

め
、
保
育
園
児
対

象
の
紙
芝
居
「
ス

ワ
ン
マ
ン
と
た
ば

こ
の
お
ば
け
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
各
保
育
所

を
巡
回
し
、
上
演

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
う

人
も
吸
わ
な
い
人

も
、

健

康

の

た

め
、
お
互
い
気
持

ち
よ
く
過
ご
す
た

め
に
、
た
ば
こ
マ

ナ
ー
を
守
り
、
禁

煙
や
分
煙
を
家

庭
や
職
場
、
地
域

で
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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第 55 回

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　

 

家
庭
・
職
場
・
地
域
で
、

　
　
　
　
　

 

禁
煙
や
分
煙
を
進
め
よ
う
。

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

「
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
た
ば
こ
部
会



■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

北
広
島
町
で
は
、
次
の
と
お

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

予
防
接
種
券
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
実
施

期
間
中
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

接
種
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
、
役
場
保
健

課
か
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

65
歳
以
上
（
昭
和
19

　
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
人
）、
ま
た
は
60
歳
以
上

　

の
身
体
障
害
者
１
級（
心
臓
、

　

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　

よ
る
免
疫
の
機
能
に
限
る
）

　

の
人

期
間　

11
月
１
日
～
12
月
31
日

医
療
機
関　

広
島
県
広
域
化
予

　

防
接
種
事
業
に
加
入
し
て
い

　

る
医
療
機
関

自
己
負
担
金　

千
円

　
　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

■
11
月
11
日
は
介
護
の
日

　

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
11
月
４

日
か
ら
の
２
週
間
は
、
「
福
祉

人
材
確
保
」
を
テ
ー
マ
に
、
全

国
的
に
イ
ベ
ン
ト
や
啓
発
活
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
介

護
、
地
域
社
会
で
の
支
え
合
い

や
交
流
促
進
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置

　

雇
用
情
勢
の
悪
化
に
伴
う
、

離
職
者
に
対
す
る
総
合
支
援
の

一
環
と
し
て
、
北
広
島
町
住
宅

手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
収
入
、
資
産
、

就
職
活
動
な
ど
の
、
一
定
の
支

給
要
件
を
満
た
す
２
年
以
内
の

離
職
者
で
、
住
居
を
喪
失
し
た

方
、
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る

方
に
対
し
、
住
宅
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
要
件
な
ど
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
を
希

望
す
る
場
合
、
役
場
福
祉
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者　

２
年
以
内
に
離

　

職
し
た
生
計
維
持
者
で
、
住

　

居
を
喪
失
し
て
い
る
か
、
ま

　

た
は
喪
失
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

　

次
の
３
つ
す
べ
て
に
該
当
す

　

る
人
。

　

①
収
入
が
な
い
。
ま
た
は
一

　

時
的
な
収
入
が
あ
る
が
、
月

　

収
入
が
単
身
世
帯
で
８
万
４

　

千
円
、
複
数
世
帯
で
17
万
２

　

千
円
以
下
で
あ
る
。

　

②
預
貯
金
額
が
、
単
身
世
帯

　

で
50
万
円
、
複
数
世
帯
で　

　

１
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
。

　

③
就
労
能
力
と
就
労
意
欲
が

　

あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求

　

職
申
し
込
み
を
行
い
、
就
職

　

活
動
を
行
う
意
思
が
あ
る
。

支
給
額　

賃
借
住
宅
の
家
賃
月

　

額
で
、
単
身
世
帯
３
万
３
千

　

円
、
複
数
世
帯
４
万
３
千
円

　

を
上
限
と
す
る
。

支
給
期
間　

申
請
月
の
翌
月
か

　

ら
６
か
月
間
。

支
給
方
法　

住
宅
の
貸
主
、
及

　

び
不
動
産
業
者
な
ど
の
貸
主

　

か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
者

　

の
口
座
へ
の
振
込
み
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
要
件
や
、

申
請
時
に
提
出
す
る
物
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

15 Public Relations Kitahiroshima
2009.11
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保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

問

…
問
い
合
わ
せ
先

問

問 あ
る
）
場
合
に
割
引
対
象
と

な
り
ま
す
。

申
請
手
続
き　

障
害
者
手
帳

か
療
育
手
帳
、
車
検
証
を
お

持
ち
の
う
え
、
役
場
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
自
治
振
興
課

で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
本
人
が
運
転
す
る

場
合
の
み
割
引
と
な
る
方

は
、
運
転
免
許
証
も
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
は
、
さ

ら
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
車
載
器
管
理
番
号
が
分
か

る
も
の
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
控
え
な

ど
）
も
必
要
で
す
。

有
効
期
限　

割
引
制
度
に
は

有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
お
お
む
ね
２
年
ご
と
に

更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

障
害
者
手
帳
・
マ
メ
情
報

②
有
料
道
路
通
行
料
の
割
引

　

障
害
の
あ
る
方
が
、
有
料

道
路
を
利
用
す
る
場
合
、
料

金
の
割
引
制
度
を
利
用
で
き

ま
す
。

　

割
引
金
額
は
通
常
料
金
の

半
額
で
、
登
録
で
き
る
自
動

車
は
障
害
者
の
方
一
人
１
台

で
す
。
一
部
対
象
と
な
ら
な

い
自
動
車
も
あ
り
ま
す
。

本
人
が
運
転　

身
体
障
害
者

手
帳
を
持
つ
本
人
が
運
転
す

る
場
合
は
、
す
べ
て
割
引
対

象
と
な
り
ま
す
。

本
人
以
外
が
運
転　

障
害
者

本
人
以
外
の
方
が
運
転
す
る

自
動
車
に
障
害
者
が
同
乗
す

る
と
き
、
身
体
障
害
者
手
帳

か
療
育
手
帳
の
「
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
」

欄
に
「
第
１
種
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
（
重
度
の
障
害
の

問
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アザレア からのお知らせ

☆第４回アザレアみんなのまつり開催☆
１０月２４日 土曜日 ８：３０より（少雨決行）

アザレアセラミック湯 無料開放 11：00～15：00
少年サッカーの大会を中心に ＜マーチングバンドの演奏＞

昼食は５００円・アザレアカレーセット（サラダ食べ放題付）

アザレア千代田・千代田運動公園
　　　　　 ０８２６‐７２‐７５００

広告解体からゴミ処理まで、すべてお任せください！

西部環境有限会社
一般廃棄物・産業廃棄物処理・総合解体業

出張、無料見積りいたします！お気軽にお問い合わせください。

〒 731-3821
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 310
リサイクル工場
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 317-1

TEL（0826）28-1888　FAX（0826）28-1889

ちっちゃなことでも誠心、誠意、対応いたします。

広告

エコアクション 21
認証・登録番号 0002210

■
�
ば
の
絵
�
ン
�
ー
ル
作
品
募
集

　

「
そ
ば
」、「
豊
平
」
を
題
材
と
し
た
、

「
そ
ば
の
絵
」
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
作
品
を
審
査
し
、
幼
児
、

小
学
生
、中
学
生
以
上
の
各
部
門
で「
大

賞
」
を
決
定
し
ま
す
。
受
賞
者
に
は
直

接
通
知
し
、
11
月
の
そ
ば
ま
つ
り
会
場

で
表
彰
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
、
本
人

の
も
の
で
未
発
表
の
作
品
１
点
に
限
り

ま
す
。
小
学
生
以
下
の
応
募
に
は
、
保

護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。
作
品
に
関

す
る
権
利
は
、
応
募
と
同
時
に
主
催
者

に
帰
属
し
、作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
応
募
作
品
は
広
告
宣
伝
な
ど
の

目
的
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
規
定　

は
が
き
大
か
ら
�
５
サ
イ

ズ
ま
で
の
紙
（
縦
横
自
由
）
に
描
い
た

絵
。
画
材
は
、
色
鉛
筆
や
サ
イ
ン
ペ
ン

な
ど
を
含
み
自
由
。

応
募
締
切　

11
月
７
日
（
土
）

　

郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法　

氏
名
（
ふ
り
が
な
付
き
。

小
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護
者
氏
名
も

記
入
）、
性
別
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

団
体
名
（
学
校
名
な
ど
）、
年
齢
（
学

生
の
場
合
は
学
年
も
）、
電
話
番
号
、

絵
の
タ
イ
ト
ル
を
記
入
し
、
は
が
き
か

封
書
で
郵
送
す
る
か
、
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
先　

そ
ば
ま
つ
り
と
よ
ひ
ら
実
行

　

委
員
会
そ
ば
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
係

　

�
７
３
１-

１
７
１
２

　

北
広
島
町
都
志
見
２
６
０
９

　
　

そ
ば
ま
つ
り
と
よ
ひ
ら
実
行
委
員
会

　


０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
２
３
４

■
行
政
相
談
所

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
行
政

に
関
し
て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
、
納
得
が
で
き
な
い
、
こ
う
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
っ
た
こ
と
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

総
務
省

の
「
行
政
相
談
」
は
、
国
の
行
政
に
関

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
解
決
す
る

と
と
も
に
、
行
政
運
営
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
活
動
で
す
。

　

10
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
１
週
間

は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
北
広

島
町
で
は
、
期
間
中
の
10
月
22
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で
、
千
代
田
中

央
公
民
館
に
お
い
て
、
行
政
相
談
所
を

開
き
ま
す
。
ま
た
、
定
例
の
行
政
相
談

所
も
各
地
域
に
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
　

総
務
課
ま
た
は
各
支
所
自
治
振
興
課

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

■
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　

建
設
業
退
職
金
共
済
（
建
退
共
）
制

度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基

づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
、
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金

制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
、
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
は

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

建
退
共
制
度
は
国
の
制
度
で
あ
る
た

め
、
安
全
か
つ
確
実
で
、
建
設
業
を
営

む
事
業
主
が
加
入
で
き
、
申
し
込
み
手

続
き
も
簡
単
で
す
。
経
営
事
項
審
査
に

よ
り
、
加
点
評
価
の
対
象
に
も
な
り
ま

す
。
掛
金
は
日
額
３
１
０
円
で
、
事
業

主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、

個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
掛
金
の
一
部
は
国
が
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
�
な
�
�
へ

　

①
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

　
　

数
に
応
じ
て
、
適
正
に
は
り
付
け

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
建
退
共
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
労

　
　

働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す
る

　
　

と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請

　
　

求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

建
退
共
広
島
支
部

　


０
８
２
‐
２
２
１
‐
０
１
３
８

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

問

問
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広告

農地法の改正（平成21年12月施行）に伴い、当社で
も請負ができるようになります。（農業委員会で利用
権設定を行います。）作業受託も今までどおり承りま
す。農作業のことなら、お気軽にご相談ください。

田んぼお預けください！

農地を守ります！

有限会社 北広島町農林建公社
 0826-72-8044　ゆうあいネット 2613

おわび　９月号に掲載した「北広島町農林建公社」の広告で、電話番号に誤りがありました。
関係者のみなさまにご迷惑をおかけしましたことをおわびし、ここに再度掲載させていただきます。

大切な服をクリーニング
に出したいが、
トラブルを防ぐには
どうすればいい？

　クリーニングのトラブルは、原因の特定

が困難なケースが多くあります。しかし、

受付時や作業前の点検がしっかり行われて

いれば、予期しないトラブルをある程度防

ぐことができます。

　衣類の受け渡しのときにコミュニケーシ

ョンがとれるクリーニング店を選び、しみ

や汚れの状態、衣類の特徴などを、店の人

と十分に確認し合いましょう。ポケットの中

身を取り出し、ベルトなどの付属品を外し

ておくなどの注意も必要です。また、大事

な衣類をクリーニングに出す前に、とりあ

えずシャツなどを出してみて、店の対応や

仕上がり状態を確認するのもよいでしょう。

費者トラブル消

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５- １）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０８２６ - ７２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

Stop

　クリーニングトラブルが起きたときに、

店側が誠意をもって対応してくれるかどう

かも重要です。「Ｓマーク」を表示してい

る店では、「クリーニング事故賠償基準」

に基づいて賠償しているので、店選びの基

準にするのがよいでしょう。なお、この基

準は業界の自主基準ですが、マークのない

店でも、この基準を目安に問題解決しても

らうように求めることもできます。

Ｓマーク

■
平
成
21
年
分
年
末
調
整
説
明
会

　

事
業
所
の
給
与
事
務
担
当
者
を
対
象

と
し
た
、
平
成
21
年
分
の
年
末
調
整
説

明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
税
務
署
か
ら
郵
送

さ
れ
た
「
案
内
状
」
や
「
年
末
調
整
の

し
か
た
」
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
方
も
、
資
料
な

ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
24
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　

千
代
田
中
央
公
民
館

　
　

広
島
北
税
務
署

　


０
８
２
‐
８
１
４
‐
２
１
１
１

■
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

社
会
問
題
化
し
て
い
る
多
重
債
務
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
に
よ
る
、
債
務
整
理
な
ど
の
無
料

相
談
会
を
、
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

相
談
日
時

　

11
月
27
日
（
金
）、
28
日
（
土
）

　

両
日
と
も
10
時
～
16
時

相
談
会
場　

広
島
司
法
書
士
会
館

　

（
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
69
）

電
話
相
談

　


０
８
２
‐
２
２
４
‐
５
８
４
４

面
談
相
談
（
定
員
あ
り
）

　

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
が
必
要
。

　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
７
３
０

■
農
振
の
除
外
・
編
入
・
用
途
変
更

　

農
振
農
用
地
区
域
（
農
業
振
興
地
域

の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
今

後
長
期
に
わ
た
っ
て
農
業
上
の
利
用
を

確
保
す
べ
き
土
地
と
し
て
、
市
町
村
が

位
置
づ
け
て
い
る
区
域
）
内
の
農
地
を
、

農
地
以
外
の
用
途
に
転
用
す
る
場
合
、

農
振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
受
け
付
け
は
、
毎
年
４

月
と
10
月
で
、
手
続
き
完
了
ま
で
４
、５

か
月
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
受
付
期
間　

10
月
１
日
～
31
日

　
　

産
業
課
農
業
振
興
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
７

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

問

問



Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

１
１
９
番
は
正
確
な
通
報
を
！　

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

リビングのどこが危ない？

キッチンのどこが危ない？

　

左
の
絵
か
ら
、
火
災
危
険
箇
所
を

５
か
所
以
上
見
つ
け
ら
れ
ま
す
か
？

　

居
間
に
多
く
の
家
具
や
物
が
置
い

て
あ
る
家
庭
が
、
多
く
見
か
け
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
歩
行
困
難
の
高
齢
者

の
住
ま
い
で
は
、
手
の
届
く
範
囲
に

た
く
さ
ん
の
物
を
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

火
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
な
ど
、
要
点
を
押
さ
え
て
お

け
ば
、十
分
防
火
対
策
は
で
き
ま
す
。

　

左
の
絵
か
ら
、
火
災
危
険
箇
所
を

５
か
所
以
上
見
つ
け
ら
れ
ま
す
か
？

　

日
常
的
に
火
を
扱
う
機
会
の
多
い
キ

ッ
チ
ン
は
、
火
災
危
険
の
多
い
場
所
の

ひ
と
つ
で
す
。
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
調
理
中
に
電
話
や

来
客
が
あ
っ
た
場
合
。
火
の
元
か
ら
目

を
離
す
行
為
で
、
火
災
危
険
は
著
し
く

高
く
な
り
ま
す
。
コ
ン
ロ
な
ど
の
周
囲

に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
こ
と
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

家庭の中、ここが危ない！
家族の団らんや日常を過ごす自宅。 台所や居間にも火災の危険が潜んで

います。 下の絵で、どこに火災危険があるか、みなさんは分かりますか？

絵を見て考えよう

　

今
年
も
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
１
週
間
、「
消
え
る

ま
で 

ゆ
っ
く
り
火
の
元 

に
ら
め
っ
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
民

消
え
る
ま
で 

ゆ
っ
く
り
火
の
元 

に
ら
め
っ
子

秋
の
火
災
予
防
運
動

の
み
な
さ
ん
に

火
災
予
防
の
意

識
を
高
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、

火
災
か
ら
尊
い

生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま

す
。
今
一
度
火
の

元
に
十
分
注
意

し
、
私
た
ち
の

町
か
ら
火
事
を

出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
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くらしの情報

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ



　広島県最低賃金は、県内の事業所で働くすべての労働者
に適用されます。年齢、性別、雇用形態、支払形態の種類を
問いません。また、特定の産業で働く労働者については、さら
に金額の高い産業別最低賃金が適用される場合があります。

10月８日から 広島県最低賃金 は、

時間額　692円　
になりました。

（10 月７日までは 683円）

最低賃金改正のお知らせ

　　広島労働局労働基準部賃金室  082‐221‐9244
　　広島北労働基準監督署　  　   082‐812‐2115

11 月２日（月）

＊納付は便利で安心な口座振替で !
＊残高確認をお忘れなく！　

>>> Human rights 人権フェスタ 2009

くるまはね

きょうはおやすみ

　　　あるこうよ

>>> Editor's postscript 編集後記

>>> Population 人口と世帯

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> \\\ 納期限

生きている

　いろんないのち

　　　　大せつに

［９月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,554 人 （－ 27）

    男 9,817 人 （－ 20）

    女 10,737 人 （－  7）

    世帯数 8,290 世帯 （－  4）
　　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　　０８２６‐７２‐０８５６
　　ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

人情報コーナー求

●町県民税［３期］
●国民健康保険税［５期］
●後期高齢者医療保険料［４期］

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g

問

10 月９日現在 届出順

企業名 募集職種

今井運送 株式会社 資材運送

八剣伝 千代田店 接客業

医療法人 明和会 北広島病院･あけぼの 看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 理学療法士、看護師

社会福祉法人 北広島町社会福祉協議会 登録ヘルパー

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師

有限会社 mint a bloom 美容師、美容師見習い

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

へんぽこ茶屋 製造

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

エコテクノ 株式会社 フロント営業事務、解体作業

有限会社 大朝交通 運転士

株式会社 大上自動車工業 千代田工場 鉄工

太田川森林組合 造林夫（枝打・新植事業）

株式会社 タカキベーカリー 千代田工場 製造、事務

株式会社 どんぐり村 接客、厨房

有限会社 千代田住宅設備 建設、販売

株式会社 マツヤ 厨房

丸二 株式会社 製造

　　＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問

◆タテツボスミレ、ショウジョウバカマなど、

雲月山の植物の名を、私よりはるかに多く知り、

草原の小道の脇で、写真に撮る草花を見つめ

る表情も優しい。そんな雲月小の子どもたち

を見ていると、大人が決めた教育課程に乗っ

けられたというような印象は、まったく感じら

れません。美しい自然と交わる子どもたちの

姿自体が自然なのです。素晴らしい教育環境

を築かれた、草原保全に関わる方々や、教職

員のみなさんの熱意には、本当に頭の下がる

思いです。

◆町民大運動会のリレーに出ました。半周走

ったところで太ももが硬直。何とか転ばずに

バトンを渡すことができましたが、後日襲って

きた筋肉痛は言うまでもありません…（泣）竹

細
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高原からの花便り　№57

朝
の
空
気
が
日
ご
と
に
冷
た
く
な
っ
て
く
る

と
、
一
様
の
緑
に
見
え
て
い
た
山
は
錦

に
し
き

に
彩
ら

れ
ま
す
。
霜
降
の
こ
ろ
ま
で
、
植
物
は
順
番
に

色
付
い
て
は
枯
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、

白
一
面
の
冬
が
始
ま
る
前
に
、
植
物
一
種
一
種

が
通
過
す
る
儀
式
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
ヤ

マ
ウ
ル
シ
も
、
こ
の
一
時
に
、
と
り
わ
け
輝
く

樹
木
で
す
。

ヤ
マ
ウ
ル
シ
は
、
伐
採
跡
地
や
林
縁
な
ど
、

明
る
い
場
所
に
生
え
る
落
葉
低
木
で
す
。
雌
雄

別
株
で
、
入
梅
前
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
樹
液

に
含
ま
れ
る
ウ
ル
シ
オ
ー
ル
と
い
う
成
分
は
、

か
ぶ
れ
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
活
性
の

高
い
若
葉
の
こ
ろ
は
特
に
注
意
が
必
要
で
、
敏

感
な
人
は
近
づ
い
た
だ
け
で
も
か
ぶ
れ
る
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
八
幡
高
原
を
は
じ
め
、
西

中
国
山
地
に
は
普
通
に
生
え
て
い
る
の
で
、
山

に
入
る
と
き
に
は
、
ま
ず
始
め
に
覚
え
て
お
い

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

漆
器
に
使
わ
れ
る
近
縁
種
の
ウ
ル
シ
は
、
中

国
・
イ
ン
ド
の
原
産
で
、
大
昔
に
渡
来
し
た
も

の
が
植
栽
さ
れ
て
広
が
り
、
一
部
で
野
生
化
し

た
よ
う
で
す
。
ウ
ル
シ
は
、
果
実
か
ら
ロ
ウ
が

採
取
さ
れ
た
り
、
材
が
建
具
や
寄
せ
木
細
工
に
、

葉
が
染
料
に
使
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
用
途
の

広
い
種
で
す
。
こ
の
ウ
ル
シ
に
よ
く
似
て
山
に

生
え
る
の
で
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
の
名
が
付
い
た
の

で
し
ょ
う
。
ウ
ル
シ
の
ほ
か
に
も
、
ロ
ウ
を
取

る
ハ
ゼ
の
木
や
、
虫
こ
ぶ
を
お
歯
黒
な
ど
の
染

料
に
使
う
ヌ
ル
デ
、
食
用
に
な
る
マ
ン
ゴ
ー
、

カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ピ
ス
タ
チ
オ
な
ど
、
ウ
ル

シ
科
の
植
物
に
は
人
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
が

多
く
あ
り
ま
す
。

ヤ
マ
ウ
ル
シ
の
葉
は
、
赤
い
枝
に
２
列
に
並

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
の
赤
い
軸

と
、
軸
に
付
い
て
い
る
す
べ
て
の
小
さ
な
葉
を

合
わ
せ
た
も
の
が
１
枚
の
葉
で
す
。
こ
の
よ
う

な
葉
を
複
葉
と
呼
び
ま
す
。
赤
い
軸
も
葉
の
一

部
な
の
で
、
秋
に
は
軸
ご
と
落
ち
ま
す
。
幹
か

ら
放
射
状
の
複
葉
を
拡ひ

ろ

げ
た
姿
に
は
、
規
則
正

し
い
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

か
ぶ
れ
を
起
こ
し
、
人
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

も
な
い
ヤ
マ
ウ
ル
シ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

敬
遠
さ
れ
る
植
物
で
す
。
し
か
し
、
秋
山
が
彩

り
に
満
た
さ
れ
る
こ
の
時
期
だ
け
は
、
行
楽
に

と
っ
て
、
そ
し
て
芸
術
に
と
っ
て
、
ヤ
マ
ウ
ル

シ
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
な
の
で
す
。

　

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）
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